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〈
要
旨
〉
本
稿
は
、
現
在
確
認
で
き
る
子
規
十
六
歳
の
時
の
短
歌
を
始
発
に
、
所
謂
〈
俳
句
革
新
〉
ま
で
の
道
の
り
を
、
子
規
自
身
の
文
章
を

通
し
て
時
系
列
的
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
子
規
は
、
ま
ず
古
典
の
世
界
に
分
け
入
り
、
特
に
西
行
、
芭
蕉
、
蕪
村
の
人
生
と
文
業
と
を
分

析
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
和
歌
と
俳
諧
の
相
違
、
歌
人
と
俳
人
と
の
違
い
を
指
摘
し
た
。
や
が
て
、
俳
諧
（
発
句
）
に
内
在
す
る
美
の

意
匠
に
着
目
し
、
芭
蕉
と
蕪
村
の
作
品
世
界
を
比
較
考
察
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
〈
写
生
観
〉
を
確
立
し
て
ゆ
く
。

　

本
稿
で
は
、
我
が
国
の
古
典
を
近
代
文
学
の
土
壌
に
蘇
生
さ
せ
た
子
規
の
情
熱
と
軌
跡
を
辿
り
、
そ
の
成
果
を
確
か
め
、
ま
た
、
そ
の
結
果

に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
彼
の
作
品
世
界
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
俳
句
と
和
歌
（
短
歌
）
は
、
子
規
文
学
の
両
輪
を
為
し
、
相
乗
的
に
成

果
を
齎
し
た
重
要
な
表
現
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
完
成
は
、
生
と
死
と
を
凝
視
し
た
肉
体
と
精
神
の
均
衡
の
瞬
間
に
訪
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
子
規
と
、
子
規
以
前　
　

西
行
と
芭
蕉　
　

芭
蕉
と
蕪
村　
　

牡
丹
の
花
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た
の
む
べ
き
杖
は
こ
の
ふ
み
（
半
田
）

　
　
Ⅰ　
は
じ
め
に  

― 

杖
あ
ら
ば
い
か
な
る
も
の
も
こ
え
ぬ
べ
し

　

子
規
は
、
十
六
歳
の
夏
に
、
次
の
よ
う
な
短
歌
を
作
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

壬
午
の
夏
、
三
並
う
し
の
都
に
ゆ
く
を
送
り
て

　
　

隅
田
川
堤
の
桜
さ
く
こ
ろ
よ
花
の
に
し
き
を
き
て
帰
る
ら
ん

　

壬
午
の
夏
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
幼
な
じ
み
の
三
並
良
（
み
な
み
・
は
じ
め
、
慶
応
元
年
〈
一
八
六
五
〉
〜
昭
和
十
五
年
〈
一
九

四
〇
〉）
が
上
京
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
十
六
日
、
伊
予
の
国
か
ら
志
を
抱
い
て
上
京
す
る
心
友
へ
の
餞
別
歌
で
あ
る
。「
来
年
春
、
隅
田

川
の
堤
に
桜
の
花
が
咲
く
季
節
に
は
、
貴
兄
は
き
っ
と
錦
を
着
て
郷
里
に
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
歌
に
は
子
規
自
身

の
、
ま
だ
見
ぬ
東
京
へ
の
憧
れ
も
籠
め
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
五
年
七
月
三
十
一
日
付
三
並
良
宛
書
簡
で
は
、
初
句
「
隅
田
て
ふ
」
と
あ
る
。『
太
平
記
』
に
「
落
花
の
雪
に
踏
み
迷
ふ
、
片
野
の

春
の
桜
狩
り
、
紅
葉
の
錦
を
着
て
帰
る
、
嵐
の
山
の
秋
の
暮
」（
巻
二
）
な
ど
と
あ
る
。
俊
基
朝
臣
が
陰
謀
の
咎
で
、
再
び
関
東
へ
下
向
を
命

じ
ら
れ
た
件
で
あ
る
。『
太
平
記
』
で
は
「
故
郷
の
妻
子
」
を
残
し
た
「
心
中
の
哀
れ
」
を
謳
い
あ
げ
て
お
り
、
子
規
の
短
歌
は
、
そ
の
場
面

を
必
ず
し
も
重
ね
た
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
異
郷
の
地
で
修
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
友
を
送
り
だ
す
心
境
と
し
て
は
、
近
い
も
の
が

あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

五
月
二
十
九
日
、
帝
国
大
学
の
競
技
会
に
ま
か
り
て
競
走
を
見
る

　
　

千
さ
と
行
く
た
つ
の
馬
と
て
も
及
ぶ
ま
じ
ま
な
び
の
道
も
か
く
や
い
そ
が
ん

　

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
二
十
九
日
の
作
。
こ
の
日
、
帝
国
大
学
の
運
動
会
が
行
わ
れ
た
。
子
規
は
、
明
治
十
七
年
九
月
十
一
日
に
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東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
。
子
規
の
通
う
東
京
大
学
予
備
門
は
、
明
治
十
九
年
四
月
二
十
九
日
に
第
一
高
等
中
学
校
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
同

年
に
、
東
京
大
学
は
帝
国
大
学
と
な
っ
た
。
以
下
、
子
規
の
短
歌
は
帝
国
大
学
の
運
動
会
の
描
写
が
続
く
。「
か
く
ま
で
に
高
く
も
人
の
あ
が

る
な
り
い
か
で
我
名
も
あ
が
ら
ざ
る
べ
き
」（
高
飛
を
見
て
）「
し
が
ら
み
を
早
く
こ
え
こ
え
す
ゝ
む
也
世
の
さ
ま
た
げ
も
こ
え
て
ゆ
か
ま
し
」

（
柵
飛
を
見
て
）「
杖
あ
ら
ば
い
か
な
る
も
の
も
こ
え
ぬ
べ
し
我
た
の
む
べ
き
杖
は
こ
の
ふ
み
」（
竿
飛
を
見
て
）。

　

正
岡
子
規
（
慶
応
三
年
〈
一
八
六
七
〉
〜
明
治
三
十
五
〈
一
九
〇
二
〉）
は
、
維
新
後
、
日
本
が
近
代
化
（
欧
米
化
）
に
向
か
っ
て
疾
駆
す

る
時
代
に
、
伊
予
松
山
の
期
待
を
担
い
、
政
治
家
を
志
し
て
上
京
す
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
秋
山
好
古
、
真
之
兄
弟
た
ち
も
そ
の
群
れ
の
中

に
い
た
。
し
か
し
子
規
は
、
や
が
て
哲
学
や
文
学
に
心
を
ひ
か
れ
、
和
歌
や
俳
句
の
森
に
分
け
入
る
こ
と
に
な
る
。
理
由
は
後
に
述
べ
る
が
、

子
規
の
そ
の
後
の
歩
み
は
、
先
の
短
歌
に
詠
ん
だ
よ
う
に
、「
ふ
み
」
を
「
た
の
む
べ
き
杖
」
と
し
て
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

活
動
を
支
え
た
の
は
、
新
聞
『
日
本
』
社
長
陸
羯
南
で
あ
っ
た
。
月
給
は
十
五
円
だ
っ
た
。
司
馬
遼
太
郎
『
坂
の
上
の
雲
』
に
「
子
規
に
は
、

数
字
の
観
念
が
あ
る
。
俳
句
と
い
う
十
七
文
字
を
数
学
的
に
分
析
す
る
と
い
う
奇
妙
な
試
み
を
や
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
生
活
の

な
か
に
計
算
機
を
も
ち
こ
む
と
い
う
才
能
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
そ
う
い
う
子
規
で
も
母
親
と
妹
と
三
人
で
東
京
で
く
ら
す
に
は
、
月
二

十
五
円
の
生
活
費
は
要
る
と
み
て
い
た
。」（
第
二
巻
、「
日
清
戦
争
」）
と
あ
る
。

　

子
規
の
給
料
は
入
社
翌
年
に
二
十
円
に
、
や
が
て
三
十
円
に
な
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
一
年
に
は
、
日
本
新
聞
社
か
ら
、
四
十
円
の
月
給

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
（
子
規
自
作
墓
誌
銘
等
）。
他
の
新
聞
社
な
ら
ば
初
任
給
三
十
円
か
五
十
円
は
可
能
な
俸
給
だ
っ
た
が
、
子
規
は

断
っ
た
。「
幾
百
円
く
れ
て
も
右
様
の
社
へ
は
入
ら
ぬ
つ
も
り
に
御
座
候
」（
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
、
大
原
恆
徳
宛
書
簡
）。
明
治
二

十
五
年
十
二
月
一
日
、
日
本
新
聞
社
へ
初
出
社
。
数
え
年
二
十
六
歳
の
子
規
は
、
俸
給
よ
り
も
仕
事
の
環
境
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
人
間
関
係
を
大
切
に
し
た
。
ち
な
み
に
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）、
松
山
中
学
へ
英
語
の
嘱
託
教
員
と
し
て
赴
任
し
た

夏
目
金
之
助
（
漱
石
）
の
月
俸
は
八
十
円
で
あ
っ
た
。
校
長
・
住
田
昇
（
高
等
師
範
卒
）
は
六
十
円
、
教
頭
・
横
地
石
太
郎
（
帝
大
卒
）
は
八
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十
円
で
あ
る
（
半
藤
一
利
『
漱
石
先
生
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
』
平
凡
社
、
平
成
十
五
年
二
月
）。

　

前
後
す
る
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
、
子
規
は
漱
石
と
親
交
を
結
ぶ
が
、
こ
の
年
不
幸
に
も
喀
血
す
る
。
こ
の
時
「
卯
の
花
の

散
る
ま
で
鳴
く
か
子
規
」
な
ど
、
時
鳥
の
句
を
四
、
五
十
句
を
作
っ
た
。
そ
れ
が
子
規
と
い
う
俳
号
を
名
乗
る
契
機
と
な
る
。
数
え
年
二
十
三

歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　

俳
句
革
新
の
源
流
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
よ
り
常
盤
会
寄
宿
舎
で
開
催
さ
れ
た
「
も
み
じ
会
」
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
後
の
俳
句
界
を
リ
ー
ド
す
る
内
藤
鳴
雪
、
藤
野
古
白
、
五
百
木
飄
亭
ら
が
お
り
、
そ
の
後
、
河
東
碧
梧
桐
、
高
浜
虚
子
が
加
わ
っ
た
。

〈
俳
句
革
新
〉
に
向
け
て
の
烽
火
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
新
聞
『
日
本
』
に
連
載
し
た
「
獺
祭
書
屋
俳
話
」

で
あ
っ
た
（
十
月
二
十
日
ま
で
、
計
三
十
八
回
）。

　

こ
の
頃
、《
僕
は
小
説
家
と
な
る
を
欲
せ
ず
詩
人
と
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
》（
虚
子
宛
、
五
月
四
日
付
書
簡
）
と
書
き
、
ま
た
《
人
間
よ
り
は

花
鳥
風
月
が
す
き
也
》（
碧
梧
桐
宛
、
五
月
二
十
八
日
付
書
簡
）
と
も
記
し
て
、
当
時
の
心
の
裡
と
決
意
と
を
吐
露
し
て
い
る
。

　
「
獺
祭
書
屋
俳
話
」
は
明
治
二
十
六
年
五
月
に
、
日
本
新
聞
社
よ
り
出
版
さ
れ
る
。
そ
の
執
筆
の
意
図
は
明
治
初
期
に
至
る
ま
で
続
い
た

「
宗
匠
俳
句
」
を
批
判
し
、
俳
句
を
新
し
く
改
革
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
宗
匠
俳
句
」
と
は
、
芭
蕉
以
後
の
門
弟
た
ち
が
、
そ
の

宗
匠
の
作
法
や
指
導
に
よ
り
、
理
屈
や
観
念
の
世
界
に
遊
ん
だ
俳
諧
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
子
規
は
、
そ
の
よ
う
な
世
界
の
傾
向
を
糺
し
て
、

写
生
に
基
づ
く
実
作
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
態
度
や
方
法
は
、
俳
諧
の
世
界
の
み
で
は
な
く
、
文
章
作
法
や
、
和
歌
世
界
に
ま
で
及
ん
で
い
っ

た
。

　
　
Ⅱ
『
獺
祭
書
屋
俳
話
』
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と



─ 5 ─

た
の
む
べ
き
杖
は
こ
の
ふ
み
（
半
田
）

　
　
　
（
１
）「
俳
諧
と
い
ふ
名
称
」

　
《
俳
諧
と
い
ふ
語
は
其
道
に
入
り
た
る
も
の
ゝ
平
生
言
ふ
意
義
と
、
一
般
の
世
人
が
学
問
的
に
解
釈
す
る
意
義
と
相
異
な
る
が
如
し
。
俳
諧

と
い
ふ
語
の
始
め
て
日
本
の
書
に
み
え
た
る
は
古
今
集
中
に
俳
諧
歌
と
あ
る
も
の
こ
れ
な
り
。
俳
諧
と
い
ふ
語
は
滑
稽
の
意
味
な
り
と
解
釈

す
る
人
多
く
、
其
意
味
に
因
り
て
俳
諧
連
歌
俳
諧
発
句
と
云
ふ
名
称
を
生
じ
、
俗
に
又
之
を
略
し
て
俳
諧
と
云
ふ
。
さ
れ
ど
芭
蕉
已
後
の
俳

諧
は
幽
玄
高
尚
な
る
者
あ
り
て
必
ず
し
も
滑
稽
の
意
を
含
ま
ず
。
こ
ゝ
に
於
て
俳
諧
な
る
語
は
上
代
と
異
な
り
た
る
通
俗
の
言
語
、
又
は
文

法
を
用
ゐ
し
も
の
を
指
し
て
云
ふ
の
意
義
と
変
じ
た
る
が
如
し
。》

　

以
下
、
内
容
を
要
約
す
る
。「
俳
諧
」
の
語
は
、
日
本
古
典
で
は
、「
古
今
和
歌
集
」
に
「
俳
諧
歌
」
と
し
て
出
て
く
る
が
、
も
と
も
と
こ
の

「
俳
諧
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、「
滑
稽
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
俳
諧
連
歌
」「
俳
諧
発
句
」
と
い
う
名
称
が
生
れ

た
。
そ
の
両
方
を
合
わ
せ
て
「
俳
諧
」
と
略
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
芭
蕉
以
後
の
「
俳
諧
」
に
は
、「
幽
玄
」
と
い
わ

れ
る
高
尚
な
作
品
が
含
ま
れ
、
か
な
ら
ず
し
も
俳
諧
は
、
滑
稽
な
世
界
の
み
を
表
す
も
の
で
は
な
く
な
り
、
芭
蕉
の
「
俳
諧
」
は
、
滑
稽
を
離

れ
た
文
芸
的
芸
術
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
《
然
れ
ど
も
普
通
に
俳
諧
社
会
の
人
が
単
に
俳
諧
と
の
み
称
す
る
時
は
俳
諧
連
歌
の
意
に
て
云
ふ
も
の
な
り
。
而
し
て
こ
れ
と
区
別
し
て
十

七
字
の
句
を
発
句
と
い
ふ
が
通
例
な
れ
ど
も
、「
俳
諧
を
学
ぶ
」
と
か
又
は
「
俳
諧
に
遊
ぶ
」
と
か
云
ふ
が
如
き
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
俳

諧
と
発
句
と
を
区
別
せ
ず
し
て
両
者
を
包
含
す
る
程
の
広
漠
な
る
意
に
用
ふ
る
事
も
少
か
ら
ず
。》

　

子
規
が
俳
句
革
新
を
目
指
し
た
頃
、「
俳
諧
」
は
、「
俳
諧
連
歌
」
と
「
発
句
」
が
、
混
用
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
子
規
の

言
説
は
、
こ
の
言
葉
の
混
用
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。「
俳
諧
連
歌
」
と
は
、「
洒
落
や
奇
知
、
ま
た
は
俗
語
を
用
い
た
諧
謔

味
の
あ
る
連
歌
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
を
い
う
。
な
お
「
連
歌
」
と
い
う
の
は
、
和
歌
の
形
式
（
五
・
七
・
五
・
七
・
七
）
を
、
二
人
の
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読
み
手
が
応
答
し
て
よ
む
詩
歌
の
こ
と
。
普
通
は
、
五
・
七
・
五
（
上
の
句
）
に
、
別
人
が
七
・
七
（
下
の
句
）
を
作
っ
て
作
品
を
完
成
さ
せ

る
が
、
平
安
時
代
に
は
、
二
人
で
ひ
と
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
短
連
歌
が
流
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
院
政
期
（
十
二
世
紀
半
ば
頃
）
か
ら
、

複
数
の
人
が
上
の
句
と
下
の
句
を
交
互
に
連
ね
て
ゆ
く
長
連
歌
に
発
達
す
る
。

　

こ
の
長
連
歌
は
、
中
世
時
代
を
経
て
芭
蕉
の
時
代
（
江
戸
時
代
）
ま
で
続
い
た
。
長
連
歌
は
、
短
い
も
の
で
三
十
六
句
（
歌
仙
）、
四
十
四

句
（
世
吉
）、
五
十
韻
、
百
韻
、
長
い
も
の
で
は
千
句
、
万
句
等
の
形
式
が
あ
る
。
そ
の
第
一
句
を
発
句
、
第
二
句
を
脇
、
第
三
句
を
第
三
と

呼
び
、
最
終
の
句
を
挙
句
と
呼
ぶ
。
物
事
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
慣
用
句
「
挙
句
の
果
て
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
連
歌
の
言
葉
か
ら
来
て
い

る
。
江
戸
時
代
の
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
名
高
い
井
原
西
鶴
は
、
俳
諧
の
名
手
と
し
て
も
有
名
で
、
一
晩
に
二
万
句
を
作
っ
た
と
も
伝
え
ら

れ
、
二
万
翁
の
号
は
、
そ
れ
に
由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。　

　

さ
て
、
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
子
規
の
功
績
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
俳
諧
連
歌
の
「
発
句
」
を
独
立
さ
せ
て
「
俳
句
」
と
名
づ
け
、
単
一
の
作

品
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
俳
諧
連
歌
」
の
「
滑
稽
」
と
は
、
芭
蕉
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
試
み
た
「
幽
玄
高
尚
」
を
念

頭
に
置
い
た
も
の
で
、
通
常
世
間
が
用
い
る
「
滑
稽
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
子
規
の
言
説
と
そ
の
時
代
と
を
検
証
す
れ

ば
、
彼
は
言
語
芸
術
と
し
て
の
「
滑
稽
」
を
、「
発
句
」
に
よ
っ
て
表
現
で
き
る
と
考
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
２
）「
連
歌
と
俳
諧
」

　
《
俳
諧
の
連
歌
よ
り
出
で
連
歌
の
和
歌
よ
り
出
で
た
る
は
人
の
知
る
所
な
り
。
其
始
め
は
一
首
の
歌
の
上
半
下
半
を
一
二
の
人
し
て
詠
み
た

る
程
の
も
の
な
り
し
が
、
後
に
は
歌
の
上
半
即
ち
十
七
文
字
だ
け
を
離
し
て
完
全
の
意
味
を
な
す
に
至
れ
り
。》

　

子
規
は
「
俳
諧
の
連
歌
よ
り
出
で
連
歌
の
和
歌
よ
り
出
で
た
る
は
人
の
知
る
所
な
り
。」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
俳
諧
の
も
と
は
連
歌
で
あ

り
、
連
歌
の
も
と
は
和
歌
で
あ
る
と
い
う
の
は
周
知
の
こ
と
だ
と
い
う
。
日
本
の
俳
句
の
源
が
和
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を
子
規
は
ま
ず
確
認
す

る
。
さ
ら
に
子
規
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
其
始
め
は
一
首
の
歌
の
上
半
下
半
を
一
二
の
人
し
て
詠
み
た
る
程
の
も
の
な
り
し
が
、
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後
に
は
歌
の
上
半
即
ち
十
七
文
字
だ
け
を
離
し
て
完
全
の
意
味
を
な
す
に
至
れ
り
。」
と
。

　

こ
こ
で
も
子
規
は
、
連
歌
の
発
句
を
切
り
離
し
て
「
完
全
の
意
味
を
な
す
に
至
れ
り
」
と
い
い
、
発
句
が
独
立
し
て
「
意
味
を
な
す
」
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
子
規
の
俳
句
革
新
は
、
こ
こ
を
始
点
と
す
る
。

　
《
芭
蕉
は
趣
向
を
頓
智
滑
稽
の
外
に
求
め
言
語
を
古
雅
と
卑
俗
と
の
中
間
に
取
り
万
葉
集
以
後
新
に
一
面
目
を
開
き
日
本
の
韻
文
を
一
変
し

て
時
勢
の
変
遷
に
適
応
せ
し
め
し
を
以
て
正
風
俳
諧
の
勢
力
は
明
治
の
世
に
な
り
て
も
猶
依
然
と
し
て
隆
盛
を
致
せ
る
も
の
な
る
べ
し
。
而

し
て
芭
蕉
は
発
句
の
み
な
ら
ず
俳
諧
連
歌
に
も
一
様
に
力
を
尽
し
其
門
弟
の
如
き
も
猶
其
遺
訓
を
守
り
し
が
後
世
に
至
り
て
は
単
に
十
七
文

字
の
発
句
を
重
ん
じ
俳
諧
連
歌
は
僅
に
其
付
属
物
と
し
て
存
ず
る
の
傾
向
あ
る
が
如
し
。》

　
「
発
句
」
を
「
俳
句
」
と
命
名
し
た
子
規
は
、
芭
蕉
の
俳
諧
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
趣
向
は
「
頓
智
滑
稽
」
の
外
に
あ
り
、
正
に
「
言
語
を

古
雅
と
卑
俗
と
の
中
間
に
取
り
」、
万
葉
以
来
の
日
本
の
韻
文
を
一
変
さ
せ
た
と
ま
で
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

子
規
の
俳
句
革
新
へ
の
旅
立
ち
は
、
ま
ず
日
本
の
韻
文
を
通
史
的
に
眺
め
た
こ
と
、
そ
し
て
芭
蕉
の
俳
諧
に
出
会
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
　
　
（
３
）「
俳
句
の
前
途
」

　

子
規
が
俳
句
の
革
新
を
目
指
し
た
頃
、
日
本
は
西
洋
の
詩
歌
を
移
入
し
て
、
そ
れ
を
翻
訳
（
翻
案
）
し
、
ま
た
西
洋
の
詩
を
手
本
に
し
て
作

詩
す
る
動
き
が
活
発
で
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
和
歌
や
俳
句
は
、
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
出
て
く
る
。
子
規
は
、
そ
の
よ
う
な

時
代
に
、
伝
統
的
な
日
本
の
文
学
を
詳
細
に
吟
味
し
、
考
察
を
加
え
た
。
例
え
ば
、
当
時
の
風
評
を
、
子
規
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
《
数
学
を
修
め
た
る
今
時
の
学
者
は
云
ふ
。
日
本
の
和
歌
俳
句
の
如
き
は
一
首
の
字
音
僅
に
二
三
十
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
之
を
錯
列
法
に
由
て

算
す
る
も
其
数
に
限
り
あ
る
を
知
る
べ
き
な
り
。
語
を
換
え
て
之
を
い
は
ゞ
和
歌
（
重
に
短
歌
を
い
ふ
）
俳
句
は
早
晩
其
限
り
に
達
し
て
最

早
此
上
に
一
首
の
新
し
き
も
の
だ
に
作
り
得
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
し
と
。》
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和
歌
は
、
原
則
「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
」、
俳
句
は
「
五
・
七
・
五
」
の
字
数
で
完
結
す
る
。
従
っ
て
、
数
学
的
に
考
え
れ
ば
、
和
歌
・

俳
句
で
表
現
さ
れ
る
世
界
は
、
い
つ
し
か
限
界
に
達
し
て
し
ま
い
、
や
が
て
一
つ
の
和
歌
や
俳
句
も
産
出
さ
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。

　

数
学
者
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
、
子
規
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
《
和
歌
も
俳
句
も
正
に
其
死
期
に
近
づ
き
つ
ゝ
あ
る
者
也
。
試
み
に
見
よ
古
往
今
来
吟
詠
せ
し
所
の
幾
万
の
和
歌
俳
句
は
一
見
其
面
目
を
異

に
す
る
が
如
し
と
い
へ
ど
も
、
細
か
に
之
を
観
、
広
く
之
を
比
ぶ
れ
ば
其
類
似
せ
る
者
真
に
幾
何
ぞ
や
。
弟
子
は
師
よ
り
脱
化
し
来
り
後
輩

は
先
哲
よ
り
剽
窃
し
去
り
て
作
為
せ
る
者
比
々
皆
是
れ
な
り
。》

　

子
規
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
古
来
、
明
治
ま
で
に
詠
ま
れ
た
和
歌
や
俳
諧
を
作
者
別
に
分
類
し
て
比
較
す
る
と
、
類
似
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
は
「
本
歌
取
」
と
い
う
方
法
が
あ
る
。「
和
歌
、
連
歌
な
ど
を
作
る
際
に
、
す
ぐ
れ
た
古
歌
や
詩
の
語
句
、
発
想
、
趣

向
な
ど
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
る
表
現
技
巧
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
万
葉
集
の
作
品
が
後
世
の
作
品
に
粉
飾
さ
れ
て

登
場
す
る
例
を
、
私
た
ち
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
万
葉
集
を
本
歌
と
い
う
。
後
に
作
ら
れ
た
作
品
は
本
歌
を
基
に
創
作
さ
れ
た
も

の
で
「
本
歌
取
」
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
の
仕
方
は
、
新
古
今
集
の
時
代
に
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

　

子
規
自
身
は
、
短
歌
の
習
作
期
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
本
歌
に
基
づ
く
作
品
を
多
作
し
て
い
る
が
、
後
に
そ
れ
ら
を
墨
滅
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
作
歌
法
を
嫌
い
、「
終
に
一
箇
の
新
観
念
を
提
起
す
る
も
の
な
し
」
と
断
じ
た
創
作
に
対
す
る
考
え
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
「
本
歌
取
」
は
、
時
代
が
下
っ
て
も
引
き
継
が
れ
、
子
規
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
作
品
の
創
作
方
法
と
し
て
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
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る
。
子
規
は
「
世
の
下
る
に
従
ひ
平
凡
宗
匠
、
平
凡
歌
人
の
み
多
く
現
は
る
ゝ
は
罪
其
人
に
在
り
と
は
い
へ
、
一
は
和
歌
又
は
俳
句
其
物
の
区

域
の
狭
隘
な
る
に
よ
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。」
と
、
そ
の
世
界
の
狭
さ
を
指
摘
し
、
こ
の
ま
ま
だ
と
俳
句
は
、
明
治
の
時
代
と
と
も
に
消

滅
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
和
歌
は
、
雅
言
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
消
滅
す
る
の
は
、
俳
句
よ
り
も
早
い
だ
ろ
う
と

も
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
Ⅲ　
芭
蕉
と
の
出
会
い 
―
『
行
脚
俳
人
芭
蕉
』
に
つ
い
て

　

子
規
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
行
脚
俳
人
芭
蕉
』（
金
尾
文
淵
堂
、
明
治
三
十
九
〈
一
九
〇
六
〉）
は
、
子
規
自
筆
の
毛
筆
で
和
紙
に
書
か
れ
た

原
稿
を
、
そ
の
ま
ま
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
俳
人
・
芭
蕉
と
、
歌
人
・
西
行
と
を
比
較
し
た
子
規
は
、
俳
人
と
歌
人
の
違
い
を

分
析
し
、
ま
た
俳
句
と
和
歌
の
違
い
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

　
《
抱
負
あ
り
て
世
に
用
ゐ
ら
れ
ず
才
学
あ
り
て
人
に
知
ら
れ
ざ
る
者
、
世
を
捨
て
人
を
厭
ひ
或
は
跡
を
山
林
の
間
に
く
ら
ま
し
或
は
興
を
塵

埃
の
外
に
求
む
。
し
か
も
彼
猶
枯
木
寒
巌
の
如
く
無
情
な
る
能
は
ず
、
懐
を
風
月
に
寄
せ
情
を
吟
詠
に
発
す
。
歌
人
西
行
俳
人
芭
蕉
の
如
き

是
な
り
。》

　

ま
ず
、
歌
人
西
行
と
俳
人
芭
蕉
の
共
通
点
に
つ
い
て
、
志
が
あ
っ
て
も
世
に
用
い
ら
れ
ず
、
ま
た
才
能
が
あ
り
学
識
が
あ
っ
て
も
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
人
物
だ
と
子
規
は
云
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
世
捨
て
人
と
な
っ
て
、
世
間
か
ら
姿
を
隠
し
、
山
林
で
の
生
活
に
楽
し
み
を
発

見
し
愉
快
に
思
う
よ
う
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
彼
等
は
、
枯
木
や
岩
の
よ
う
に
は
無
情
で
は
な
く
、
自
然
の
風
物
に
心
を
寄
せ
、
感
じ
た
こ
と

を
詩
歌
に
表
現
し
た
の
だ
と
。　
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次
に
、
西
行
が
求
め
た
和
歌
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
《
和
歌
は
古
今
集
以
後
漸
く
天
然
を
写
す
の
傾
向
を
生
じ
た
れ
ど
も
其
材
料
は
極
め
て
少
く
其
意
匠
は
前
人
の
陳
套
を
脱
す
る
を
得
ざ
る
が

た
め
に
全
く
天
然
を
離
る
ゝ
に
至
れ
り
。》

　

こ
の
箇
所
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

即
ち
、
和
歌
は
古
今
和
歌
集
以
後
に
「
天
然
」（
自
然
）
を
写
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
材
料
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の

で
、
そ
の
世
界
は
狭
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
歌
人
は
古
人
の
意
匠
を
用
い
て
作
品
を
作
る
か
ら
で
あ
り
、
天
然
を
詠
ん
で
も
、
そ
の
天

然
は
已
に
古
人
が
作
品
に
表
現
し
た
世
界
で
あ
る
。
名
所
を
詠
ん
で
も
、
そ
の
作
品
の
意
匠
は
、
前
人
に
よ
っ
て
已
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
子

規
は
「
歌
人
は
居
な
が
ら
に
し
て
名
所
を
知
る
」
と
い
う
諺
を
紹
介
し
、
西
行
も
例
外
で
は
な
い
と
い
う
。

　

そ
の
昔
、
公
卿
た
ち
は
生
涯
京
洛
（
京
都
）
に
居
て
、
全
国
名
所
の
歌
を
詠
む
方
法
を
学
ん
だ
。
西
行
の
和
歌
も
、
そ
れ
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
規
の
西
行
に
対
す
る
評
価
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
西
行
は
、
旅
を
重
ね
て
山
水
を
歩
き
、

見
聞
し
た
も
の
を
歌
に
託
し
て
詠
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
は
「
詩
趣
」
が
な
く
、
従
っ
て
「
自
然
」
に
関
し
て
は
、「
山
岳
河
海
」

や
名
所
旧
蹟
を
詠
ん
で
も
「
名
所
其
物
」
を
「
写
す
」
の
で
は
な
く
、「
名
所
に
対
す
る
自
己
の
感
慨
を
漏
ら
す
に
過
ぎ
ず
。」
と
批
評
す
る
。

こ
れ
で
は
、
他
の
凡
庸
の
歌
人
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
西
行
は
深
く
詩
趣
を
解
せ
ず
」
と
表
現
し
「
真
個
に
天

然
の
趣
味
を
探
り
得
て
之
を
歌
ひ
た
る
者
は
実
に
芭
蕉
を
以
て
始
と
な
す
。」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

　

官
職
を
辞
し
、
旅
を
重
ね
て
文
学
を
志
し
た
境
涯
は
、
二
人
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
子
規
は
、
そ
の
共
通
点
を
認
め
た
。
そ
し

て
芭
蕉
は
、
先
人
と
し
て
の
西
行
を
尊
敬
し
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
人
の
相
違
点
を
子
規
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
《
相
異
な
る
処
は
、
芭
蕉
が
善
く
天
然
を
描
き
得
し
の
み
な
ら
ず
、
歌
の
代
り
に
俳
句
を
用
ゐ
た
る
と
、
且
つ
其
俳
句
は
自
家
の
発
明
に
か

か
る
事
な
り
。》
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つ
ま
り
、
芭
蕉
は
巧
み
に
「
天
然
」
を
描
き
、
そ
の
表
現
形
式
が
「
俳
句
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
が
西
行
と
違
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
西

行
は
、
俗
塵
を
離
れ
て
、
確
か
に
「
高
潔
の
士
」
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
尊
敬
す
べ
き
歌
人
で
は
な
か
っ
た
と
子
規
は
言
う
。「
天
然
」
を

写
す
独
自
性
が
西
行
に
は
な
く
、
西
行
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
歌
人
の
ひ
と
り
で
し
か
な
い
と
子
規
は
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
子
規
の

評
価
軸
と
し
て
の
、「
天
然
」
を
写
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
「
写
生
」
と
、
表
現
形
式
と
し
て
の
「
俳
句
」
の
重
視
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
子
規
は
、
芭
蕉
の
ど
の
よ
う
な
作
品
を
認
め
、
ど
う
評
価
し
た
の
か
。
次
に
、
幾
つ
か
の
例
を
採
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
確
認
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

○
芭
蕉
野
分
し
て
盥
に
雨
を
聞
く
夜
か
な

　

芭
蕉
四
十
歳
の
時
の
作
。
江
戸
深
川
の
庵
に
花
木
の
芭
蕉
一
株
を
植
え
た
桃
青
（
芭
蕉
の
旧
名
）
は
、
こ
の
よ
う
な
句
を
作
っ
た
。
す
で

に
、
当
時
よ
り
、
人
び
と
は
桃
青
を
「
芭
蕉
の
翁
」
と
呼
び
、
そ
の
住
居
を
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
、「
芭
蕉
庵
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
子
規

は
、
芭
蕉
が
四
十
歳
で
「
翁
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
れ
は
人
び
と
が
芭
蕉
を
尊
敬
し
た
か
ら
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
芭
蕉
の
葉
が
、

冬
の
嵐
に
靡
い
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
か
盥
に
雨
水
が
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
あ
た
り
は
森
閑
と
し
た
漆
黒
の
夜
で
あ
る
。
こ
の
句
の
評

価
を
、
子
規
は
直
接
に
は
下
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
句
に
は
、
確
か
に
天
然
と
詩
趣
と
の
交
織
し
た
世
界
が
漂
う
。

○
野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
し
む
身
か
な

　

四
十
一
歳
の
時
、
芭
蕉
は
江
戸
を
発
っ
て
帰
郷
す
る
。
そ
の
紀
行
文
は
、
こ
の
句
に
因
ん
で
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
と
も
言
わ
れ
る
。
霧
の
箱

根
山
を
越
え
て
、
大
井
川
付
近
に
捨
て
子
を
見
つ
け
た
芭
蕉
は
、「
い
か
に
そ
や
汝
父
に
憎
ま
れ
た
る
か
母
に
う
と
ま
れ
た
る
か
」（
ど
う
し
て

お
前
は
父
に
憎
ま
れ
た
の
か
、
母
に
も
き
ら
わ
れ
た
の
か
）
と
問
い
か
け
、
食
べ
物
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
父
も
母
も
お
前
を
嫌
っ
た
の
で
は

な
い
、
捨
て
子
と
な
っ
た
汝
の
天
命
な
の
だ
と
言
っ
て
去
っ
た
。
子
規
は
こ
こ
に
、
芭
蕉
の
「
観
念
と
特
殊
の
句
法
」
と
を
指
摘
し
た
。

○
道
の
辺
の
木
槿
は
馬
に
く
は
れ
け
り
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こ
の
句
は
、
即
景
の
句
で
あ
る
と
子
規
は
断
じ
た
。「
即
景
」
と
は
、
対
象
を
見
つ
け
て
、
す
ぐ
に
作
品
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
即
興
」
と

同
じ
で
、
興
味
を
も
っ
た
場
面
を
即
座
に
表
現
す
る
。
芭
蕉
が
伊
勢
の
知
人
を
尋
ね
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
時
の
作
。「
道
の
ほ
と
り
に
咲
い

て
い
た
木
槿
は
、
通
り
す
が
り
の
馬
の
餌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
意
味
で
、
西
行
が
滞
在
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
「
西
行
谷
」
へ
行
き
、
芋
を

洗
う
女
た
ち
を
見
か
け
た
。
こ
の
時
、
芭
蕉
は
「
芋
洗
ふ
女
西
行
な
ら
ば
歌
よ
ま
ん
」
の
句
を
残
し
て
い
る
。
俳
人
・
芭
蕉
が
感
じ
た
歌
人
・

西
行
と
の
差
異
が
こ
の
句
に
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
即
興
の
句
に
は
、
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ア
が
漂
い
、
子
規
も
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
世
界

に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

○
月
は
や
し
梢
は
雨
を
持
ち
な
が
ら

　

芭
蕉
庵
の
あ
る
深
川
の
近
く
か
ら
舟
に
乗
り
、
月
見
の
名
所
鹿
嶋
を
目
指
し
た
芭
蕉
は
、
途
中
利
根
川
に
沿
っ
て
移
動
し
、
鮭
の
網
代
漁
を

見
学
す
る
。
夜
に
な
り
漁
師
の
家
で
一
休
み
し
た
芭
蕉
は
、
月
明
の
下
、
夜
舟
に
乗
っ
て
鹿
嶋
ま
で
行
く
。
翌
日
は
大
雨
で
月
光
は
出
ず
、
仕

方
な
く
近
く
の
根
本
寺
に
宿
泊
す
る
。
翌
暁
方
近
く
、
顔
を
見
せ
た
僅
か
な
月
明
も
、
日
の
出
と
と
も
に
見
え
な
く
な
っ
た
。「
月
は
や
し
」

と
は
、
月
が
姿
を
消
す
早
さ
を
恨
む
気
持
ち
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
木
の
梢
に
は
、
ま
だ
雨
の
残
滴
が
あ
る
。
月
が
、
雨
の
残
滴
に
変
わ
る

皮
肉
な
ユ
ー
モ
ア
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

○
父
母
の
し
き
り
に
こ
ひ
し
雉
の
声

　

高
野
山
で
の
作
。
山
間
に
響
く
雉
の
鳴
き
声
を
聞
き
、
亡
き
父
母
へ
の
思
慕
が
抑
え
が
た
く
湧
き
上
が
っ
た
。「
山
鳥
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と
鳴
く

声
き
け
ば
父
か
と
ぞ
思
ふ
母
か
と
ぞ
思
ふ
」（
行
基
菩
薩
）
を
踏
ま
え
た
。
西
下
し
て
、
歌
枕
を
踏
ま
え
て
「
行
く
春
に
和
歌
の
浦
に
て
追
付

き
た
り
」
と
詠
ん
だ
。「
行
く
春
」
は
、
古
来
和
歌
に
お
け
る
旅
人
の
譬
喩
。
古
刹
や
旧
蹟
、
ま
た
歌
枕
を
訪
ね
た
芭
蕉
は
、
高
野
山
で
は
伝

承
歌
を
基
に
哀
愁
と
詩
情
を
帯
び
た
句
を
詠
み
、
和
歌
の
浦
の
作
で
は
面
白
み
の
世
界
を
包
含
し
て
い
る
。

○
夏
草
や
つ
は
も
の
ど
も
が
夢
の
跡
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平
安
時
代
末
期
、
奥
州
〈
平
泉
〉
を
拠
点
に
し
て
栄
華
を
極
め
、
や
が
て
没
落
し
た
藤
原
一
族
を
詠
ん
だ
周
知
の
作
。
栄
枯
盛
衰
は
世
の
常

で
は
あ
る
が
、
芭
蕉
は
「
国
破
山
河
在
。
城
春
草
木
深
。
感
時
花
濺
涙
。
恨
別
鳥
驚
心
。」（
杜
甫
「
春
望
」）
踏
ま
え
た
。
こ
こ
で
は
、「
詩
趣
」

は
「
無
常
」
と
通
じ
合
う
。

　

そ
の
他
、
子
規
は
「
荒
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ
天
の
川
」「
菊
の
香
や
奈
良
に
は
古
き
仏
だ
ち
」
等
の
句
を
挙
げ
、
最
後
に
辞
世
の
句
「
旅

に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ
る
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

子
規
は
、
芭
蕉
が
江
戸
を
出
立
し
て
か
ら
の
旅
中
吟
を
中
心
に
鑑
賞
を
加
え
た
。
そ
れ
は
、
芭
蕉
が
旅
に
出
た
四
十
一
歳
か
ら
没
年
に
至
る

五
十
一
歳
ま
で
の
作
品
で
あ
る
。
子
規
は
「
火
宅
の
如
き
三
界
に
固
よ
り
定
ま
り
た
る
住
処
も
無
け
れ
ば
妻
子
珍
宝
に
後
髪
ひ
か
る
ゝ
の
憂
い

も
無
く
、
野
に
臥
し
て
は
草
の
露
に
身
を
は
か
な
み
山
に
寝
て
は
松
の
風
に
夢
を
驚
か
す
。」
と
記
し
て
、
芭
蕉
の
境
涯
を
説
明
す
る
。
子
規

が
、
芭
蕉
に
共
鳴
す
る
の
は
、
そ
の
旅
に
一
生
を
賭
け
た
生
き
方
で
あ
っ
た
。「
火
宅
の
よ
う
な
三
界
」、
つ
ま
り
「
人
間
の
煩
悩
が
渦
巻
く
こ

の
浮
世
」
に
お
い
て
、
妻
も
子
も
、
ま
た
財
を
も
持
た
ず
、
旅
そ
の
も
の
が
人
生
で
あ
り
、
野
に
宿
し
、
松
風
に
驚
い
て
目
を
覚
ま
す 

― 

そ

れ
が
芭
蕉
の
一
生
で
あ
っ
た
と
。

　

そ
し
て
、「
吾
れ
日
本
二
千
余
年
間
を
見
わ
た
し
て
詩
人
の
資
格
を
備
ふ
る
こ
と
芭
蕉
が
如
き
を
見
ず
。」
と
評
し
た
。
子
規
は
、「
行
脚
俳

人
」
と
し
て
の
「
芭
蕉
」
を
深
く
心
に
刻
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
数
え
年
三
十
一
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
Ⅳ　
蕪
村
の
発
見

　

そ
の
後
子
規
は
、「
俳
人
蕪
村
」（
新
聞
『
日
本
』（
明
治
三
十
年
〈
一
八
九
七
〉
四
月
十
三
日
〜
十
一
月
二
十
九
日
、
十
九
回
連
載
）
の
執
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筆
に
取
り
掛
か
る
。
こ
の
文
章
は
、
後
に
修
正
を
加
え
て
『
俳
人
蕪
村
』（
明
治
三
十
二
年
〈
一
八
九
九
〉、
ほ
と
と
ぎ
す
発
行
所
）
と
し
て
、

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

与
謝
蕪
村
は
、
芭
蕉
よ
り
も
約
七
〇
年
遅
れ
て
生
ま
れ
た
人
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
俳
諧
の
世
界
で
も
活
躍
し
た
が
、
む

し
ろ
画
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
子
規
は
、
芭
蕉
の
功
績
を
陳
述
し
た
後
に
言
う
。「
芭
蕉
は
無
比
無
類
の
俳
人
と
し
て
認
め
ら
れ
復
た
一

人
の
之
に
匹
敵
す
る
者
あ
る
を
見
ざ
る
の
有
様
な
り
き
。
芭
蕉
は
実
に
敵
手
な
き
か
。
曰
く
否
。」
と
。
そ
し
て
、
蕪
村
を
対
置
さ
せ
て
、
そ

の
比
較
検
討
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
子
規
が
指
摘
し
た
蕪
村
の
句
の
美
の
意
匠
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
蕪
村
の
美
の
意
匠
に
つ
い
て
、
子
規
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
、

そ
の
名
称
を
付
し
て
い
る
。　

○
積
極
的
美

　

美
に
は
積
極
的
美
と
消
極
的
美
と
が
あ
る
。
積
極
的
美
と
は
、
そ
の
意
匠
の
壮
大
、
雄
渾
、
勁
渾
、
艶
麗
、
活
溌
、
奇
警
な
も
の
を
指
し
、

こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
美
と
は
、
そ
の
意
匠
が
古
雅
、
幽
玄
、
悲
惨
、
沈
静
、
平
易
な
も
の
を
指
す
。
概
観
す
れ
ば
、
東
洋
の
美
術
文
学
は

消
極
的
美
で
あ
り
、
西
洋
の
美
術
文
学
は
積
極
的
美
の
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
時
代
的
に
眺
め
れ
ば
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
上
世
に
は
消
極

的
美
が
、
後
世
に
は
積
極
的
美
が
多
い
。
但
し
、
日
本
の
古
代
文
学
（
例
え
ば
万
葉
集
・
古
事
記
等
）
に
は
、
壮
大
で
雄
渾
な
積
極
的
美
の
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
以
上
が
子
規
の
説
明
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
芭
蕉
は
、
中
国
唐
代
の
文
学
を
学
ん
で
、
み
ず
か
ら
の
文
学
世
界
を
確
立
し
た
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
俳
句
（
発
句
）
の
世
界
に

は
、
消
極
的
な
美
の
意
匠
が
多
く
見
ら
れ
る
。
芭
蕉
の
後
継
者
た
ち
の
俳
風
を
「
蕉
風
」
と
呼
ぶ
が
、
彼
ら
も
ま
た
、
そ
の
消
極
的
美
を
受
け

継
い
だ
と
言
え
る
。
日
本
で
は
、
そ
れ
ら
の
意
匠
を
「
幽
玄
」「
閑
寂
」
の
境
地
と
言
い
、「
さ
び
」「
し
を
り
」「
細
み
」「
軽
み
」
な
ど
と
表

現
す
る
。
ま
た
「
蕉
風
」
は
「
正
風
」「
蕉
流
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
俳
風
の
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
俳
諧
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の
歴
史
的
な
周
知
事
項
で
あ
る
。

　

子
規
は
、
そ
れ
ら
を
「
寂
と
い
ひ
雅
と
い
ひ
幽
玄
と
い
ひ
細
み
と
い
ひ
以
て
美
の
極
と
な
す
者
尽
く
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
は
な
し
。」
と
説

明
し
て
、
俳
句
を
学
ぶ
者
は
消
極
的
美
を
「
唯
一
の
美
」
と
し
て
尊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
観
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
芭
蕉
は
積
極
的
美
の
意
匠

を
表
現
し
た
詩
人
で
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
継
者
た
ち
は
、「
艶
麗
」「
活
発
」「
奇
警
」
を
邪
道
と
し
て
抹
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
断
じ

て
い
る
。
子
規
は
、
そ
の
俳
壇
の
傾
向
を
批
判
し
、
積
極
的
な
美
の
復
権
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
蕪
村
の
評
価
に
結
び
付
い
た
と
言

え
る
。

　

そ
の
根
拠
を
、
子
規
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
一
年
四
季
の
中
春
夏
は
積
極
に
し
て
秋
冬
は
消
極
な
り
。
蕪
村
最
も
夏
を
好
み
夏
の
句

最
も
多
し
。
其
佳
句
も
亦
春
夏
の
二
季
に
多
し
。」
と
。
こ
の
こ
と
は
、
子
規
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
他
の
俳
人
に
は
見
ら
れ
な
い
蕪
村
の
特
色

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
蕪
村
の
積
極
的
美
が
表
現
さ
れ
た
句
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
牡
丹
散
つ
て
打
ち
重
な
り

ぬ
二
三
片
」「
日
光
の
土
に
も
彫
れ
る
牡
丹
か
な
」「
方
百
里
雨
雲
よ
せ
ぬ
牡
丹
か
な
」。

○
客
観
的
美

　

上
世
に
は
主
観
的
美
が
多
く
、
後
世
に
は
客
観
的
美
が
多
く
見
ら
れ
る
。
子
規
に
よ
れ
ば
、
主
観
的
美
は
「
自
己
の
感
情
を
直
叙
」
し
、
そ

れ
は
作
者
が
「
自
己
を
慰
む
る
為
」
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
当
時
の
文
学
に
幼
稚
な
る
世
人
」
に
理
解
さ
せ
る
為
に
は
、
そ
れ
は
必
要
な
表

現
方
法
だ
っ
た
と
言
う
。

　

子
規
は
、
主
観
的
美
を
描
く
作
品
の
多
く
は
、「
客
観
」
を
描
く
こ
と
が
極
め
て
疎
漏
で
、
精
細
を
欠
い
て
い
る
と
言
い
、
そ
れ
は
恰
も

「
絵
画
の
輪
郭
ば
か
り
を
描
き
て
全
部
は
観
る
者
の
想
像
に
任
す
が
如
し
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
「
一
部
を
描
い
て
全
体
を
想
像

せ
し
む
る
は
観
る
者
の
主
観
に
訴
え
る
な
り
。」
と
主
張
す
る
。
子
規
の
「
写
生
論
」
の
骨
格
は
、「
一
部
を
描
い
て
全
体
を
想
像
」
さ
せ
る
巧

に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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そ
こ
で
、
芭
蕉
と
蕪
村
と
を
比
較
し
た
子
規
は
「
芭
蕉
の
俳
句
は
古
来
の
和
歌
に
比
し
て
客
観
的
美
を
現
す
こ
と
多
し
。」
と
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
「
尚
蕪
村
の
客
観
的
な
る
に
及
ば
ず
。」
と
評
価
し
た
。
子
規
に
は
、「
極
度
の
客
観
的
美
は
絵
画
と
同
じ
。」
と
い
う
基
準
が
あ
り
、

蕪
村
の
句
に
は
「
直
ち
に
以
て
絵
画
と
な
し
得
べ
き
者
少
か
ら
ず
。」
と
言
う
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
数
え
き
れ
な
い
程
の
た
く
さ
ん
の
句
が
あ

る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
俳
人
は
、
蕪
村
以
前
に
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
数
に
お
い
て
芭
蕉
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

子
規
の
選
ん
だ
蕪
村
の
絵
画
的
（
客
観
的
美
）
の
句
と
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
を
指
す
。「
釣
鐘
に
と
ま
り
て
眠
る
胡
蝶
か
な
」「
夕
風
や
水

青
鷺
の
脛
を
打
つ
」「
四
五
人
に
月
落
ち
か
ゝ
る
踊
か
な
」「
鍋
提
げ
て
淀
の
小
橋
を
雪
の
人
」「
水
鳥
や
舟
に
菜
を
洗
ふ
女
あ
り
」。
確
か
に
、

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
子
規
の
言
う
よ
う
に
「
一
事
一
事
を
描
き
添
へ
ざ
る
も
絵
と
な
る
べ
き
」
要
素
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
句
の
一
つ
ひ
と
つ

が
絵
画
と
な
っ
て
読
者
に
迫
っ
て
来
る
。
こ
れ
が
、
子
規
の
「
写
生
論
」
の
骨
格
で
あ
り
、
基
本
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
俳
句
界
に
お
い

て
は
、
子
規
一
流
の
画
期
的
な
主
張
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

○
人
事
的
美

　

子
規
は
、「
沈
黙
せ
る
者
」
を
写
す
の
は
易
し
い
が
、「
活
動
せ
る
者
」
を
写
す
の
は
難
し
い
と
言
う
。
こ
こ
に
は
、
対
象
を
「
天
然
」
か
ら

「
人
事
」
へ
と
推
移
さ
せ
よ
う
と
す
る
子
規
の
意
図
が
見
ら
れ
る
。

　
《
天
然
は
簡
単
な
り
。
人
事
は
複
雑
な
り
。
天
然
は
沈
黙
し
人
事
は
活
動
す
。
簡
単
な
る
者
に
就
き
て
美
を
求
む
る
は
易
く
、
複
雑
な
る
者

は
難
し
。
沈
黙
せ
る
者
を
写
す
は
易
く
、
活
動
せ
る
者
は
難
し
。》

　

つ
ま
り
、
古
代
に
お
い
て
は
、
人
間
の
「
思
想
感
情
」
は
「
単
一
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
古
代
の
詩
歌
が
「
天
然
」
を
写
す
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
の
も
当
然
な
こ
と
で
、
俳
句
も
ま
た
「
天
然
美
」
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。 

― 

こ
の
よ
う
に
指
摘

す
る
子
規
の
眼
は
、
日
本
文
学
の
特
色
と
推
移
と
を
検
証
し
た
結
果
に
お
い
て
の
、
新
し
い
俳
句
の
展
開
の
方
途
と
し
て
、
対
象
を
「
天
然
」

か
ら
「
人
事
」
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
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こ
こ
で
子
規
の
言
う
「
天
然
」
と
は
「
自
然
」
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
歳
時
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
季
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に

よ
っ
て
「
自
然
」
が
あ
る
。
伝
統
的
な
俳
諧
世
界
で
は
、
そ
の
四
季
を
大
切
に
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
す
と
こ
ろ
に
作
品
の
出
来
・

不
出
来
の
基
準
が
あ
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
子
規
は
、
俳
人
た
ち
に
向
か
っ
て
、「
一
山
一
水
一
草
一
木
」
を
写
生
し
た
の
と
同
じ

よ
う
に
、「
変
化
極
ま
り
な
く
活
動
止
ま
ざ
る
人
世
の
一
部
分
」
だ
け
で
も
「
写
生
」
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、

原
文
を
引
用
す
る
。

　
《
只
俳
句
十
七
字
の
小
天
地
に
今
迄
は
軽
う
じ
て
一
山
一
水
一
草
一
木
を
写
し
出
だ
し
ゝ
も
の
を
、
同
じ
区
画
の
内
に
変
化
極
ま
り
な
く
活

動
止
ま
ざ
る
人
世
の
一
部
分
な
り
と
も
縮
写
せ
ん
と
す
る
は
難
中
の
難
に
属
す
。
俳
句
に
人
事
的
美
を
詠
じ
た
る
者
少
き
所
以
な
り
。》

　

子
規
は
、
歴
史
的
に
見
て
「
俳
句
に
人
事
的
美
を
詠
じ
た
」
者
が
少
な
い
の
は
、
こ
の
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、
至
難
の
こ
と
だ
か
ら
と
言

う
。
人
事
を
「
写
生
」
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
成
功
し
た
俳
人
は
殆
ど
な
く
、
芭
蕉
や
そ
の
弟
子
た
ち
の
多
く
は
「
天
然
」
に
重
点
を
置
き
、
ま

た
芭
蕉
の
高
弟
宝
井
其
角
、
服
部
嵐
雪
は
、
人
事
を
写
そ
う
と
し
て
苦
し
み
、
結
局
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、「
独
り
蕪
村

は
何
の
苦
も
な
く
」、
思
う
ま
ま
に
「
人
事
」
を
詠
い
あ
げ
た
俳
人
だ
と
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
芭
蕉
に
つ
い
て
は
、「
人
事
」
を
詠
ん
で
も
、
そ
れ
は
自
分
の
境
涯
を
写
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
批
評
し
て
い
る
。
子
規
が
認
め
る
蕪

村
の
人
事
的
美
の
発
揮
さ
れ
た
句
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
行
く
春
や
選
者
を
恨
む
歌
の
主
」「
褌
に
団
扇
さ
し
た
る
亭
主
か

な
」「
門
前
の
老
婆
子
薪
貪
る
野
分
か
な
」「
旅
芝
居
穂
麦
が
も
と
の
鏡
立
て
」「
孝
行
な
子
供
等
に
蒲
団
一
つ
づ
ゝ
」
等
。

○
理
想
的
美

　

こ
こ
で
言
う
「
理
想
」
と
は
、
人
間
の
到
底
経
験
し
な
い
こ
と
、
ま
た
は
実
際
に
あ
り
得
な
い
こ
と
を
指
す
。
子
規
の
文
学
論
は
、
古
代
の

事
物
を
詠
み
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
土
地
の
景
色
や
風
俗
を
写
し
、
見
た
こ
と
の
な
い
社
会
の
状
態
を
描
き
出
す
こ
と
に
あ
る
。「
理
想

的
」
は
「
実
験
的
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
、「
文
学
は
伝
記
に
あ
ら
ず
紀
実
に
あ
ら
ず
。」
と
い
う
文
学
論
を
展
開
す
る
。
つ
ま
り
事
実
を
そ
の
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ま
ま
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
自
由
自
在
に
「
天
地
八
荒
」
を
「
逍
遥
」
し
て
、「
美
趣
」
を
求
め
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

羽
が
無
く
て
も
空
に
飛
翔
し
、
鰭
が
無
く
て
も
海
に
潜
り
、
ま
た
音
無
き
音
を
聴
き
、
色
無
き
色
を
観
る
、
そ
れ
が
「
斬
新
奇
警
人
を
驚
か

す
」
秘
密
な
の
だ
と
子
規
は
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
俳
句
界
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
俳
人
を
探
せ
ば
「
蕪
村
一
人
あ
り
。」
と
言
い
、
自
己

の
境
涯
の
「
実
歴
」
を
の
み
詠
ん
だ
芭
蕉
と
は
「
両
極
端
」
に
位
置
す
る
と
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
も
、
芭
蕉
の
句
を
「
平
易
高
雅
」
と
し
な
が

ら
、
奇
を
衒
わ
ず
新
を
求
め
な
い
俳
人
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
子
規
に
よ
れ
ば
、
芭
蕉
は
「
理
想
的
美
」
を
詠
ん
で
い
な
い
俳
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

蕪
村
の
句
中
、
子
規
が
「
理
想
的
美
」
を
発
揮
し
た
と
評
価
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。「
河か

は
た
ろ童

の
恋
す
る
宿
や
夏
の
月
」「
湖

へ
富
士
を
戻
す
や
五
月
雨
」「
名
月
や
兎
の
わ
た
る
諏
訪
の
湖
」「
白
梅
や
墨
芳
ば
し
き
鴻
臚
館
」「
孑ぼ

う
ふ
ら孑

の
水
や
長
沙
の
裏
長
屋
」。

　

蕪
村
の
理
想
的
美
は
、
こ
の
よ
う
な
作
品
以
外
に
も
、
歴
史
を
踏
ま
え
た
句
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
叙
事
詩
の
趣
き
が
あ

り
、
一
編
の
物
語
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
高
野
」
と
前
書
の
あ
る
作
品
を
、
子
規
は
挙
げ
て
い
る
。「
隠
れ
住
ん
で
花

に
真
田
が
謡
か
な
」。
真
田
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
・
真
田
幸
村
の
こ
と
で
関
ヶ
原
の
合
戦
の
後
、
高
野
山
の
麓
九
度
山
に
隠
れ
住
ん

だ
。
軍
師
の
誉
れ
高
く
、
徳
川
家
康
の
軍
を
悩
ま
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
子
規
は
、
こ
の
句
を
採
り
上
げ
「
歴
史
を
借
り
て
古
人
を
十
七
字

中
に
現
し
得
た
」
能
力
を
高
く
評
価
し
た
。

○
複
雑
的
美

　

子
規
は
、
和
歌
が
「
思
想
簡
単
」
な
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
千
年
余
り
の
歴
史
を
み
れ
ば
分
か
る
と
し
て
、
む
し
ろ
形
式
の
簡

単
な
俳
句
に
は
複
雑
な
意
匠
が
見
ら
れ
る
と
言
う
。
例
え
ば
、
漢
語
を
借
り
、
そ
の
直
訳
的
句
法
を
試
み
た
の
も
そ
の
一
例
だ
と
し
て
、
芭
蕉

や
そ
の
門
人
た
ち
の
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
試
み
は
、「
複
雑
の
極
点
に
達
す
る
に
は
猶
遠
か
り
き
」
と
、
そ
の
成
果
を
否

定
し
た
。「
複
雑
の
極
点
」
に
達
し
た
の
は
、
日
本
語
の
柔
軟
な
冗
長
に
飽
き
て
、「
簡
勁
」
且
つ
「
豪
壮
」
な
「
漢
語
」
を
用
い
て
、
そ
の
不
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足
を
補
っ
た
蕪
村
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
《
蕪
村
は
複
雑
的
美
を
捉
へ
来
り
て
俳
句
に
新
生
命
を
与
へ
た
り
。
彼
は
和
歌
の
簡
単
を
斥
け
て
唐
詩
の
複
雑
を
借
り
来
れ
り
。
国
語
の
柔

軟
な
る
冗
長
な
る
に
飽
き
は
て
ゝ
簡
勁
な
る
豪
壮
な
る
漢
語
も
て
我
不
足
を
補
ひ
た
り
。》

　

子
規
は
「
複
雑
的
美
」
を
表
現
し
た
句
と
し
て
、
蕪
村
の
「
草
霞
み
水
に
声
な
き
日
暮
か
な
」「
燕
啼
い
て
夜
蛇
を
打
つ
小
家
か
な
」「
雨
後

の
月
誰
そ
や
夜
ぶ
り
の
脛
白
き
」「
五
月
雨
や
水
に
銭
踏
む
渡
し
舟
」
等
の
句
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
難
解
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を

「
曲
折
せ
し
め
た
る
妙
」
と
称
え
た
。

　
《
曲
折
せ
し
め
た
る
妙
は
到
底
「
頭
よ
り
す
ら
す
ら
と
言
ひ
く
だ
し
き
た
る
」
者
の
解
し
得
ざ
る
所
、
し
か
も
酒
堂
凡
兆
等
も
亦
夢
寐
だ
に

も
見
ざ
り
し
所
な
り
。
客
観
的
の
句
は
複
雑
な
り
易
し
。
主
観
的
の
句
の
複
雑
な
る
「
う
き
我
に
砧
打
て
今
又
や
み
ね
」
の
如
き
に
至
り
て

は
蕪
村
集
中
亦
他
に
あ
ら
ざ
る
も
の
、
若
し
芭
蕉
を
し
て
之
を
見
せ
し
め
ば
惘
然
自
失
言
ふ
所
を
知
ら
ざ
る
べ
し
。》

　

こ
の
よ
う
に
難
解
な
複
雑
的
美
は
、
こ
れ
ま
で
の
題
材
や
用
語
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
句
法
と
し
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
子
規

は
、
そ
こ
に
蕪
村
の
句
の
特
色
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。「
曲
折
」
の
「
妙
」、
即
ち
、
単
純
な
現
実
を
写
す
の
で
は
な
く
、
複
雑
に
曲
折
し
た

情
態
や
事
情
の
変
化
を
表
現
す
る
意
匠
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
主
観
的
複
雑
句
「
う
き
我
に
」
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
る
と
、
句
意
は
、「
憂
き
身
を
も
て
余
し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
砧
の

音
が
聞
え
て
き
た
。
そ
の
哀
感
に
心
慰
め
ら
れ
た
の
も
束
の
間
、
単
調
な
同
音
の
繰
返
し
が
じ
れ
っ
た
く
、
あ
あ
、
も
う
止
め
て
し
ま
え
。」

（
清
水
孝
之
訳
）
と
な
る
。
芭
蕉
に
、「
う
き
我
を
淋
し
が
ら
せ
よ
閑
古
鳥
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
李
白
「
烏う

や
て
い

夜
啼
」（『
唐
詩
選
』）
の
詩
も
思

い
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
蕪
村
の
句
に
子
規
が
感
じ
取
っ
た
「
妙
」
と
は
、
こ
の
心
理
描
写
の
複
雑
と
そ
の
推
移
に
あ
る
だ
ろ
う
。
芭
蕉
の
句

は
直
情
的
だ
が
、
蕪
村
の
句
に
は
、
確
か
に
心
理
の
「
曲
折
」
が
あ
る
。　
　

○
精
細
的
美



─ 20 ─

た
の
む
べ
き
杖
は
こ
の
ふ
み
（
半
田
）

　

子
規
は
美
の
意
匠
を
分
析
し
た
最
後
に
「
精
細
的
美
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
精
細
の
妙
は
印
象
を
明
瞭
」
に
さ
せ
る
為
に
あ
る
と
彼
は
考
え

た
。
芭
蕉
の
句
に
は
、
叙
事
形
容
が
粗
雑
な
も
の
が
多
い
の
は
、
彼
は
「
精
細
的
美
」
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
《
外
に
広
き
者
之
を
複
雑
と
謂
ひ
、
内
に
詳
な
る
者
之
を
精
細
と
謂
ふ
。
精
細
の
妙
は
印
象
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
に
在
り
。
芭
蕉
の
叙
事
形

容
に
粗
に
し
て
風
韻
に
勝
ち
た
る
は
、
芭
蕉
の
好
ん
で
為
し
た
る
所
な
り
と
い
へ
ど
も
、
一
は
精
細
的
美
を
知
ら
ざ
る
に
因
る
。》

　

芭
蕉
の
精
細
的
美
が
発
揮
さ
れ
た
句
と
し
て
、
子
規
は
「
五さ

み
だ
れ

月
雨
や
色
紙
へ
ぎ
た
る
壁
の
跡
」
を
挙
げ
る
。
句
意
は
「
い
つ
ま
で
も
降
り
続

く
五
月
雨
の
陰
鬱
さ
。
そ
ん
な
日
に
、
名
残
を
惜
し
ん
で
見
め
ぐ
る
座
敷
の
、
色
紙
を
剥
ぎ
取
ら
れ
た
壁
の
跡
形
」（
富
山
奏
訳
）
と
な
る
。

こ
れ
は
芭
蕉
旅
中
の
作
。
明
日
は
こ
の
部
屋
を
去
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
別
離
と
追
懐
の
情
と
が
、
繊
細
に
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ

る
。

　

蕪
村
に
は
、
こ
の
よ
う
な
精
細
的
美
が
詠
ま
れ
た
句
が
多
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
句
を
検
討
し
て
み

よ
う
。

○
あ
ぢ
き
な
や
椿
落
う
づ
む
に
は
た
づ
み

　
「
あ
ぢ
き
な
や
」
は
、「
あ
ゝ
驚
い
た
」、「
に
は
た
づ
み
」
は
、「
地
上
に
溜
ま
り
流
れ
だ
し
た
水
」
の
こ
と
。
急
な
雨
の
為
、
忽
ち
庭
に
は

水
が
溢
れ
だ
し
た
。
そ
こ
に
椿
の
花
が
落
ち
て
、
水
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
場
面
に
驚
い
て
い
る
句
で
あ
る
。
子
規
は
、
こ
の
句
を
指
し
て
「
落

う
づ
む
」
と
は
誰
も
が
言
い
得
る
表
現
で
は
な
い
、「
う
づ
む
」
に
力
点
が
あ
れ
ば
平
凡
だ
が
、「
落
ち
」
が
あ
る
こ
と
（
字
余
り
）
に
よ
っ

て
、「
善
き
句
」
と
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
俗
な
ら
し
め
ざ
る
」（
俗
で
は
な
い
）「
精
細
的
美
」
を
示
す
作
品
と
な
っ
た
と
説

明
す
る
の
で
あ
る
。

○
鮎
く
れ
て
よ
ら
で
過
ぎ
ゆ
く
夜
半
の
門

　

夏
の
夜
更
け
に
門
を
敲
く
音
が
す
る
。
誰
か
と
不
審
に
思
い
外
に
出
る
と
、
鮎
を
置
い
て
ゆ
く
と
言
っ
て
、
知
人
は
立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。
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自
分
は
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
、
去
っ
て
ゆ
く
人
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
。
子
規
は
、
鮎
を
く
れ
た
人
に
で
は
な
く
、「
よ
ら
で
過
ぎ
ゆ
く
」
人

に
比
重
を
置
く
蕪
村
の
「
景
写
」「
情
写
」
に
「
雅
趣
」
を
感
じ
と
っ
て
い
る
。

　
「
意
匠
の
美
は
文
学
の
根
本
に
し
て
人
を
感
動
せ
し
む
る
の
力
」
で
あ
る
と
子
規
は
言
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
す
る
も
の
は
、

「
用
語
」「
句
法
」「
口
調
」「
文
法
」「
材
料
」「
縁
語
及
譬
喩
」
等
で
あ
る
と
付
け
加
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
子
規
は
、
蕪
村
を
研
究
す
る
に
あ

た
り
、
そ
の
時
代
、
履
歴
・
性
行
等
を
視
野
に
入
れ
て
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
芭
蕉
に
も
蕪
村
に
も
、
素
地
と
な
っ
た
漢
籍
の
教
養
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
作
品
の
上
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

子
規
の
俳
句
開
眼
に
は
、
芭
蕉
と
蕪
村
と
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
両
者
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
色
や
相

違
を
指
摘
し
、
み
ず
か
ら
の
俳
句
観
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
子
規
以
前
に
は
な
か
っ
た
、
子
規
の
熱
情
と
継
続
さ
れ
た
努
力
の
成
果

で
あ
っ
た
。

　
　
Ⅴ　
子
規
の
俳
句
観
の
確
立

　

正
岡
子
規
は
、
生
涯
に
二
五
〇
〇
〇
句
余
り
の
俳
句
を
作
っ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
自
筆
原
稿
『
寒
山
落
木
』
と
『
俳
句
稿
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
子
規
十
八
歳
の
時
か
ら
没
年
の
三
十
五
歳
に
至
る
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
、
子
規
の
俳
句
観
、
俳
論
の
推
移
と
と

も
に
、
そ
の
俳
風
も
変
化
し
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
学
を
志
し
た
子
規
が
、
当
時
の
風
潮
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
小
説
家
を
目
指
し
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
小
説
「
月
の
都
」

（
明
治
二
十
五
年
〈
一
八
九
二
〉）
を
書
き
あ
げ
、
尊
敬
す
る
幸
田
露
伴
を
訪
う
。
だ
が
期
待
す
る
よ
う
な
評
価
が
得
ら
れ
ず
小
説
家
に
な
る
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こ
と
を
断
念
す
る
。
こ
の
年
、
子
規
は
学
年
試
験
を
落
第
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
小
説
家
を
志
し
、
試
験
勉
強
を
放
棄
し
な
が
ら
執
筆
を
続
け
た

の
で
あ
っ
た
。
試
験
落
第
の
報
を
受
け
た
の
は
、
受
験
を
済
ま
せ
て
帰
省
途
中
の
船
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
生
活
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
彼
は
退
学
を
決
意
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
年
、
子
規
は
俳
論
「
獺
祭
書
屋
俳
話
」
を
書
き
始
め
、
短
詩
形
文
学
へ
の
意
欲
を
示
し
始
め
る
。
従
っ
て
、
子
規
の
俳
句
革
新
へ
の
志

と
、
小
説
家
と
し
て
の
断
念
の
時
期
と
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
生
涯
に
わ
た
り
深
い
親
交
を
結
ん
だ
漱
石
と
子
規
、
後
の

小
説
家
・
漱
石
と
俳
人
・
歌
人
と
し
て
の
子
規
。

─ 

こ
の
二
人
の
人
生
の
岐
路
が
、
こ
の
辺
り
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

日
本
近
代
文
学
史
を
展
望
す
れ
ば
、
西
暦
一
八
八
〇
年
代
末
（
明
治
二
十
年
代
初
頭
）
頃
ま
で
は
、
文
学
の
主
流
は
小
説
で
あ
っ
た
。
坪
内

逍
遥
が
「
小
説
神
髄
」（
明
治
十
八
年
〈
一
八
八
五
〉）
に
お
い
て
、
近
代
小
説
の
規
範
を
示
し
、
四
迷
「
浮
雲
」（
明
治
二
十
年
〈
一
八
八

七
〉）、
鷗
外
「
舞
姫
」（
明
治
二
十
三
年
〈
一
八
九
〇
〉）、
露
伴
「
五
重
塔
」（
明
治
二
十
四
年
〈
一
八
九
一
〉）
等
の
、
当
時
を
代
表
す
る
作

品
が
書
か
れ
た
。
ま
た
、
日
本
最
初
の
文
学
結
社
で
あ
る
尾
崎
紅
葉
ら
の
「
硯
友
社
」
が
結
成
さ
れ
た
の
が
、
明
治
十
八
年
で
あ
っ
た
。
こ
の

頃
の
彼
は
、
逍
遥
や
露
伴
に
傾
倒
し
、
古
書
店
で
「
当
世
書
生
気
質
」
や
「
風
流
仏
」
等
を
購
い
愛
読
し
て
い
た
。　
　

　

逍
遥
は
、「
小
説
神
髄
」
の
中
で
、
文
学
の
主
旨
は
「
人
情
世
態
」
を
写
実
的
に
描
き
出
す
点
に
あ
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
形
態
と
し
て
小

説
と
演
劇
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
俳
句
や
短
歌
で
は
こ
れ
ら
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
逍
遥
は
も
ち
ろ
ん
欧
米
の
詩

歌
を
翻
訳
（
翻
案
）
し
た
「
新
体
詩
抄
」
の
詩
人
や
文
学
者
た
ち
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
子
規
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
獺
祭
書
屋
俳
話
」
の
中
で
、
俳
句
も
和
歌
も
こ
の
ま
ま
だ
と
早
晩
消
滅
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
危
機
感
こ
そ
が
、

子
規
を
伝
統
的
な
短
詩
形
を
「
革
新
」
に
導
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

子
規
は
、
俳
句
の
形
式
が
日
本
の
四
季
や
自
然
を
詠
む
の
に
適
し
た
表
現
形
式
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
中
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村
不
折
（
慶
応
二
年
〈
一
八
六
六
〉
〜
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉）
の
写
生
法
を
俳
句
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
洋
画
家
・

不
折
の
写
生
の
特
色
は
、
対
象
の
取
捨
選
択
に
あ
る
。
ま
た
、
色
彩
と
全
体
の
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
は
不
折
の
絵
画
の
特
色
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
子
規
の
色
彩
へ
の
関
心
は
、
幼
少
時
か
ら
の
資
質
と
し
て
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
洋
画
家
と
の
出
会
い
は
、
蕪
村
評
価
の
拠
り
所
と
し
て
見

過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

中
村
不
折
と
子
規
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
中
原
光
『
中
村
不
折
―
そ
の
人
と
芸
蹟
』（
講
談
社
、
昭
和
四
十
八
年
〈
一
九
七
三
〉）
に
詳

し
い
。
筆
者
（
半
田
）
が
、
講
談
社
企
画
室
に
仮
設
さ
れ
た
子
規
全
集
編
纂
室
に
席
を
置
き
、
愛
媛
大
学
の
和
田
茂
樹
研
究
室
と
東
京
と
を
往

復
し
て
い
る
こ
ろ
の
著
作
で
、
と
り
わ
け
懐
か
し
い
著
作
で
あ
る
。
中
村
不
折
は
、
一
時
日
本
新
聞
社
に
勤
め
、
挿
画
を
担
当
し
た
。
子
規
と

の
交
流
も
深
く
、
そ
の
写
生
の
基
本
的
な
態
度
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
墨
汁
一
滴
」（
明
治
三
十
四
年
〈
一
九
〇
一
〉）

に
、
雪
舟
の
画
を
評
し
た
不
折
の
語
を
、
子
規
が
書
き
と
め
て
い
る
。「
不
折
君
は
余
に
向
ひ
て
詳
に
此
画
の
結
構
布
置
を
説
き
、
こ
れ
だ
け

の
画
に
統
一
あ
り
少
し
も
抜
目
な
き
と
こ
ろ
さ
す
が
に
日
本
一
の
腕
前
な
り
と
て
説
明
詳
細
な
り
き
。」
と
。
そ
し
て
「
余
、
此
時
始
め
て
画

の
結
構
布
置
と
い
ふ
こ
と
に
つ
き
て
悟
る
と
こ
ろ
あ
り
、
独
り
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
ず
。」
と
書
い
て
い
る
。

　

子
規
は
、
絵
画
に
お
け
る
「
結
構
布
置
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
が
、
こ
れ
は
画
の
均
衡
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
画
の
統
一
」
と
い

う
表
現
を
使
っ
て
い
る
が
、
対
象
が
動
体
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
は
な
い
。
鳥
獣
戯
画
の
動
き
を
認
め
た
不
折
を
、「
洋
画
家
の
関
門
で
あ
る
動

物
や
人
体
の
写
生
が
、
美
術
解
剖
学
の
示
す
と
こ
ろ
に
合
致
し
て
い
て
、
少
し
も
無
理
が
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な
特
色
」
で
あ
る
と
、
中
原

光
氏
は
説
明
し
て
い
る
（
前
著
八
十
七
頁
）。
中
村
不
折
は
、
子
規
に
「
天
然
」（
静
体
）
か
ら
「
人
事
」（
動
体
）
へ
の
「
写
生
」
を
示
唆
し

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
子
規
の
写
生
観
の
ひ
と
つ
を
形
成
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
日
本
の
画
壇
が
、
約
一
世
紀
遅
れ
て
、
洋
画
壇

に
近
接
す
る
時
空
と
も
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

子
規
の
「
俳
人
蕪
村
」
に
お
い
て
は
、
芭
蕉
に
欠
如
し
た
傾
向
を
指
摘
し
、
蕪
村
の
作
品
が
有
す
る
特
色
に
対
し
て
、
新
鮮
な
驚
き
が
綴
ら
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れ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
子
規
の
俳
句
観
は
、
伝
統
的
な
花
鳥
風
月
を
基
軸
と
し
て
、
そ
の
写
生
の
方
法
に
、
独
自
な
視
点
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
子
規
の
中
で
、
伝
統
的
叙
情
の
和
歌
と
、
叙
事
的
俳
句
の
世
界
が
、
は
っ
き
り
と
そ
の
輪
郭
を
見
せ

て
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
時
期
は
、
子
規
の
病
魔
が
進
み
「
死
」
を
よ
り
自
覚
し
た
時
期
と
重
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

子
規
の
、
現
実
的
な
死
へ
の
自
覚
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
、
み
ず
か
ら
の
心
境
を
書
き
綴
っ

た
「
牡
丹
句
録
」
に
見
ら
れ
る
。「
子
規
病
中
記
」
と
署
名
が
あ
り
、「
頃
来
体
温
不
調　

昼
夜
焦
熱
地
獄
ニ
在
リ
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
る
。
そ

の
子
規
を
、
牡
丹
の
鉢
を
抱
え
た
把
栗
、
鼠
骨
の
二
人
が
見
舞
っ
た
。
九
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
見
舞
い
の
牡
丹
花
は
、
次
の
よ
う
な
句
に

置
き
換
え
ら
れ
、
子
規
の
心
中
を
写
す
こ
と
に
な
る
。

薄
様
に
花
包
み
あ
る
牡
丹
哉
／
人
力
に
乗
せ
て
牡
丹
の
ゆ
る
ぎ
哉
／
鉢
植
の
牡
丹
も
ら
ひ
し
病
哉
／
一
輪
の
牡
丹
か
ゝ
や
く
病
間
哉
／
あ

ら
た
ま
る
病
の
床
の
ぼ
た
ん
哉
／
政
宗
の
額
の
下
也
牡
た
ん
鉢
／
蓑
笠
を
か
け
し
古
屋
の
牡
丹
哉

　

こ
の
夜
、
時
鳥
の
初
鳴
き
声
を
聴
く
。「
発
汗
疲
労
甚
し
く
眠
安
か
ら
ず
」。
虚
子
、
西
洋
料
理
を
携
え
て
来
る
。
叔
父
の
拓
川
来
訪
。
翌
十

日
、
瓢
亭
、
午
後
吉
野
左
衛
門
、
ま
た
夕
方
に
は
中
村
不
折
が
来
て
牡
丹
の
画
を
画
く
（「
牡
丹
句
録
」
挿
絵
）。
こ
の
時
、「
死
別
会
」（
生
前

葬
）
の
こ
と
を
相
談
、
そ
の
内
容
を
吉
野
左
衛
門
が
代
筆
し
た
。
要
約
す
れ
ば
、《
参
会
者
に
は
香
奠
の
代
わ
り
に
花
又
は
菓
子
を
求
め
、
当

日
は
別
れ
の
句
を
詠
ん
で
も
ら
う
。
自
分
は
、
た
ら
ふ
く
菓
子
を
食
い
尽
く
し
て
、
薬
を
飲
み
、
菓
子
と
花
に
埋
も
れ
て
や
す
や
す
と
眠
り
に

つ
く
。
そ
う
な
れ
ば
、
如
何
に
嬉
し
い
こ
と
か
。》
と
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
次
の
句
が
詠
ま
れ
た
。

　
　

林
檎
食
ふ
て
牡
丹
の
前
に
死
な
ん
哉
／
牡
丹
散
る
病
の
床
の
静
さ
よ
／
二
片
散
て
牡
丹
の
形
か
ハ
り
け
り
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Ⅵ　
お
わ
り
に 

― 

牡
丹
散
て 

―

　

と
こ
ろ
で
、「
俳
人
蕪
村
」
の
執
筆
は
、「
牡
丹
句
録
」
と
同
年
の
明
治
三
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
子
規
は
、
蕪
村
句
の
特
色
の
一

つ
と
し
て
「
積
極
的
美
」
を
挙
げ
、
そ
の
意
匠
の
壮
大
・
雄
渾
・
勁
渾
・
艶
麗
・
活
発
・
奇
警
等
を
指
摘
し
た
。
一
方
、
芭
蕉
や
、
そ
の
継
承

者
の
句
の
特
色
は
「
消
極
的
美
」
に
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
意
匠
は
「
幽
玄
」「
閑
寂
」
に
比
重
が
置
か
れ
、
蕪
村
の
そ
れ
と
は
対
極
に
位

置
す
る
も
の
で
あ
る
と
子
規
は
分
析
し
て
い
る
。
子
規
は
「
消
極
的
美
」
を
「
さ
び
」「
し
を
り
」「
細
み
」「
軽
み
」
と
置
き
換
え
て
表
現
し

た
。
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
、
特
に
俳
諧
の
世
界
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
文
芸
の
「
美
」
の
主
流
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

子
規
は
云
う
。「
蕪
村
の
牡
丹
を
詠
ず
る
は
強
ち
力
を
用
ゐ
る
に
あ
ら
ず
、
し
か
も
手
に
随
つ
て
佳
句
を
成
す
」
と
。
そ
し
て
子
規
は
、
蕪

村
の
「
牡
丹
散
つ
て
打
ち
重
な
り
ぬ
二
三
片
／
牡
丹
剪
つ
て
気
の
衰
へ
し
夕
か
な
／
地
車
の
と
ゞ
ろ
と
ひ
ゞ
く
牡
丹
か
な
／
方
百
里
雨
雲
よ
せ

ぬ
牡
丹
か
な
／
金
屏
の
か
く
や
く
と
し
て
牡
丹
か
な
／
閻
王
の
口
や
牡
丹
を
吐
か
ん
と
す
」
の
句
を
選
ん
だ
。

　

子
規
の
見
た
蕪
村
の
「
牡
丹
」
は
、
ま
さ
に
生
気
に
満
ち
て
、
そ
れ
は
所
謂
「
積
極
的
美
」
の
表
象
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で

「
牡
丹
」
は
、
生
へ
の
意
欲
を
駆
り
立
て
る
も
の
の
表
象
と
し
て
、
彼
に
は
自
覚
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
牡
丹
の
花
は
、
三
が
日
で

散
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
「
牡
丹
散
て
芭
蕉
の
像
ぞ
残
り
け
る
」
の
、
子
規
の
句
が
残
さ
れ
た
。

　

俳
人
の
荻
原
井
泉
水
（
明
治
十
七
〈
一
八
八
四
〉
〜
昭
和
五
十
一
年
〈
一
九
七
六
〉）
は
、
そ
の
著
『
芭
蕉
・
蕪
村
・
子
規
』（
千
倉
書
房
、

昭
和
九
年
〈
一
九
三
四
〉）
で
、「
子
規
を
全
面
的
に
評
論
す
る
為
に
は
、
子
規
の
短
歌
と
い
ふ
も
の
を
も
観
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」（
七

十
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
子
規
の
短
歌
は
余
程
心
境
的
で
あ
る
。
生
活
的
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
子
規
は
、
俳
句
に
お

い
て
は
、
そ
の
客
観
描
写
を
重
ん
じ
る
余
り
に
、
自
分
の
心
境
を
で
き
る
だ
け
押
さ
え
て
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
も
言
え
る
が
、
そ
の

一
方
で
、
短
歌
は
み
ず
か
ら
の
心
の
真
実
を
映
し
出
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



─ 26 ─

た
の
む
べ
き
杖
は
こ
の
ふ
み
（
半
田
）

　

同
じ
牡
丹
を
詠
ん
だ
子
規
の
短
歌
に
は
「
病
む
我
を
な
ぐ
さ
め
が
ほ
に
開
き
た
る
牡
丹
の
花
を
見
れ
ば
悲
し
も
」（
明
治
三
十
四
年
）
と
あ

る
。
牡
丹
の
花
は
、
彼
を
慰
藉
す
る
花
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
牡
丹
は
今
朝
儘
く
散
り
居
た
り
」
と
記
す
「
牡
丹
句
録
」
の
十
一
日
の
件

に
は
、
先
に
も
引
用
し
た
「
牡
丹
散
て
芭
蕉
の
像
ぞ
残
り
け
る
」
の
句
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。「
積
極
的
美
」
か
ら
「
消
極
的
美
」
へ

の
回
帰
。
生
死
の
修
羅
窟
を
覗
い
た
子
規
に
は
、
心
の
深
部
に
お
い
て
、
芭
蕉
の
美
の
意
匠
を
も
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
次
元
に
立
ち
戻
っ

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
蕪
村
か
ら
芭
蕉
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
、
芭
蕉
と
蕪
村
両
者

の
意
匠
が
、
子
規
の
美
学
と
し
て
醸
成
さ
れ
、
彼
の
深
部
で
結
合
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
牡
丹
句
録
」
に
記
さ
れ
た
三
が
日
は
、
子
規
が
み
ず
か
ら
の
死
へ
の
、
そ
し
て
死
後
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
だ
っ
た
。
牡
丹
の

花
は
、
美
の
探
究
者
・
子
規
の
心
を
垣
間
見
せ
て
、
そ
の
変
遷
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。〈
俳
句
革
新
へ
の
み
ち
の
り
〉
は
、
彼

の
知
の
世
界
に
於
け
る
、
観
念
的
な
範
疇
を
超
え
て
、
生
と
死
の
均
衡
が
保
た
れ
た
時
間
が
も
た
ら
す
瞬
時
の
輝
き
と
と
も
に
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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。
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─ Masaoka Shiki: The Path to Haiku Reform ─

Yoshinaga  HANDA

Abstract

　This paper  is a chronological  investigation of  the path  to  the  so-called 

“Haiku reform” that started with the  tanka,  a Japanese poem of  thirty one 

syllables, created by Masaoka Shiki at the age of 16 which can be confirmed 

today, through Shiki’s own writings. Shiki started with efforts in the world of 

classic  literature,  in particular  analyzing  the  lives and  literary works of 

Saigyō, Bashō,  and Buson.  In  the process  of  doing  so,  he  identified  the 

differences between  (tanka poetry) and haikai (seventeen syllable verse), and 

between poets and haiku poets. He eventually noticed the beautiful design 

that exists  in  the haikai  (the  first  line),  and went on  to establish his own 

“outlook on sketching” while comparing the worlds of the works of Bashō and 

Buson. 

　In  this  paper  I  verify  the  results  of  these  efforts while  following  the 

enthusiasm and trajectory of Shiki as he revived the classic literature of our 

country in the soil of modern literature. I also include inquiries into the world 

of his works which  took  form through those results. The haiku and waka 

(tanka) are the two sides of Shiki's literature, and they are the vital expressive 

form through which he created such synergistic results.  I believe  that  the 

path to haiku reform existed alongside a moment of radiance brought  forth 

from the time when the life and death are in balance, surpassing conceptual 

categories in the world of his wisdom. 

Keywords : Shiki and, Before Shiki, Saigyō and Bashō, Bashō and Buson, peony 

flower




